






























































































































































































































































































閃“1•軍として童鶴を19定で eなく な ったことによるものである．
4, 平成22年麿 1 こ 9999る災胄予閉反Un土＂全の誡瓢は、 rtt~買＊11●舵6交付會J 等の＂霞により、災＊T·lllの一響
纏賓や1!1.l全にお19る鴫酌事烹の9くをヨ＂交,,，●で1l●することによるものである．























































出典：マイボイスコム株式会社「防災用品に関するアンケート調査（第 2 回）」 
  





第 1回(2015/9) 1  305 
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災害への億え• 91芙
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國e？ -Iじ号 『 9 』 賽品管』
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園巳 — r [8] 院』 国信常時』鬱
超撥水性の風呂敷は、雨天の時の荷物の持ち遅びやお買い物の際に役立 遠くから水を連ぷ必要性も出てくる災害時。そのような時でも水そのも








）新規会貝登録 ）ログイン ＞閑琵躍歴 ）ご利用ガイド
こんにちはゲストさま フェーズフリーとは hacobuneとは ~'t# @回




















罰 1(l) 『I/＼ロブ 』
＋ 商品カテゴl」から浬ぷ 十 日常のシーンから選ぷ ＋ 非常時のシーンから選ぶ ＋ ハザードから選ぶ
姻 ・ イ‘庁 リア 日用品 アウトドア ，フィットネス 食呂
）ステーショナリ ＞ステーショナリ ＞アクセサリ ＞モビ1Jティ ＞食只
）ホビー ＞ホビー ＞ウェア ＞^ Jしス ＞飲料
）キッチン ＞キッチン ＞バッグ ＞その他 ＞その他
）漣亘 小窃l ＞逹貝 小初 ）その他
）庶明 ・ライト ＞熙胡 ，ライト
）その他 ＞その他







闘 11 r/Jロコブ＊ 『言信常騎のシーンから震ぷ』カ 群隷













































瞬〗 2 「/J ＼コブ＊ 「 置ぷ』 ／ 辟鯛
＋ 商品カテゴリから逗ぷ 十 日常のシーンから選ぶ 十 非常時のシーンから逗ぷ ＋ ハザードから漠ぷ ＊お気に入り 戸 カー
匝l邑Ii ~函l 函さl
ウィルス ・花粉 亘写気急 認 吾 地 惜報 譴 エネ）ぽー
＞認予防 ＞熱云 ＞涅水 )邸 ＞逗絡手段 ＞毎突 街至 ）君カ
＞花粉対築 ＞苺涵 ＞饂 ＞落下 ＞位筈恒認 ＞垂内朋じ込み ）バッテリー
＞ハウスダス ト対策 ＞諒 ＞モノの被捩 ＞火災 ＞メデイア惜報取待 ＞浜汚 ）そのf.!l
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國 15 『イツモ／」の 亭














サイズ 70x70の,96x96cm lOSx 105cm 128x 128cm 
一




























「フェーズフリー認証マーク」      「フェーズフリーアクションパートナーマーク」 
出典：一般社団法人フェーズフリー協会ホームページ 
  




















































































1平常騎l 市罠の活動に利用 胃 Sカピーカットに送 イペントサポート
嬉鑢の人々が震う、屹軍に関かれ プうント体止均の胃入電力を曇く 地蝙の人々が書江できる欅々なイ こみ饒却により褐られた電甕で患
!.:.:W所としてしスポーツやイベン ”えることで．電雙料舎を削漏し ベントを企嚢し●囀臀昂や蛇域 る電覺0圏•は 0>剛翼に貫蟻
卜尊に利用でさ三T・ £T. のに~bい創出に剛麟し IT. しまT.
＾ ＾ ＾ ＾ 三 言用非常用叢用 三 三発電墨
マ マ マ マ
-. "•-•~---\ “ ヽ•虻比紬ヽ ＜ もしも（及石詩） 、 しニジ4 ` ≪L-て鼻＝
這頁所として利用 ＇こ時の筵内電力供給 選霞所遍雷サボート
バーテーションを印Tることでプ 電力会社からの電昼．倅蛤が逮絶ス 量冨な只胃支畏そ鵬騒麟を呂か ＂用費電讀やこみ 9電により只●
うイパシーを竃直し、空篇を寛懺し た輛も．慶翫内に竃カモ供給し． l,．市民が安心して遍●できるよ 騎も竃覺白竃’’”陀竃力呵麓でT.











出典：アスクルカタログ 2019 年 8 月号 
闘 19 『フェーズフ 置霊 こ『虜泊鑓公膿』
緑あふれる公国内は自由に過 ごすことがで きるほか、 食を介 して生産者と消要者 をつな 池袋駅からの届宅困難者の一 時待避 、物自の備吾、災言対缶本部と連携した情報伝 達 、
ぐカ フェレス トランや、 多 目的イペン ト 広 湯、 テラスがある。 外周の生け垣には冥更用 災 害 トイレ、 カフェ レストランによる炊き出 し機 能が予めデザ インされてい る。 また外
に ミス トが設匿されるなど、 都市を安 全 で快適に楽 しむ工 夫 が 数 多 くちりばめられてい 周ミ ストや緑に囲まれたフラ ッ トな空間により、火災発生時の延焼防止 機能を果たす。
る。
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岩岡 博徳「フェーズフリーと中小企業 : 経済的普及の必要性」『企業診断2019年12月号』同友館
― 58 ―
Abstract:
The concept of ”Phase-free”, which has been advocated by the PhaseFree Association 
and Speradius, Co.,Ltd. to eliminate the distinction between daily and emergency situations 
in disaster prevention, is now widely used by large companies and municipalities. In order 
to ensure that these activities are not only temporary but also sustainable, they are being 
promoted in society as economic activities.
In the immediate aftermath of a major disaster, people's awareness of the importance of 
disaster preparedness is heightened. However, with the passage of time, this awareness 
fades, and the same kind of damage is likely to occur again. In this regard, the existing 
framework for disaster management is all about ”how to raise awareness of the tragedy and 
damage and raise awareness of disaster prevention among the potential victims”. As long 
as we rely on our individual awareness, we will continue to be unable to imagine an 
emergency situation in our daily lives, and thus will not be able to protect ourselves or our 
loved ones in times of need. On the other hand, based on the premise that ”people cannot 
fully imagine an emergency situation in daily life”, the concept of ”Phase-free” is the next 
step to help people save themselves and their loved ones from disasters.
In order to popularize the Phase-free concept, as well as universal design (barrier-free) 
and environmental design, it is necessary to promote the concept economically in order for 
companies and others to recognize its value and to sustain it. In addition to the dissemination 
activities of the PhaseFree Association and Speradius Co.,Ltd, we consider what kind of 
activities are necessary to make the Phase-free movement more widely used by local 
governments and large companies, and eventually by small and medium-sized companies, 
as well as the possibilities.
Keywords: Phase-free, economic dissemination, daily and emergency
Phase-free and its potential for economic diffusion
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